
© The Japan Alps Guide Center All Rights
Reserved.

日本アルプスガイドセンター
令和7年：2025年版
アニュアル レポート

一般社団法人 日本アルプスガイドセンター



© The Japan Alps Guide Center All Rights
Reserved.

2024年、外国人観光客が過去最高となり、山岳観光の来訪も過去に例がないほど活況を見せて
きました。上高地の来訪者は143万人を超え、観光バスの乗り入れ規制が始まって以降減少傾向
にあった数字は昨年、今年と完全に回復した状況にあります。山岳観光はこれからいかに質の高い来
訪にするのか、その見極めが求められることになります。

そんな中、日本アルプスガイドセンターの2023年は6シーズンめを迎え、主に環境省の国立公園感
動体験創造事業を推進する1年となりました。
中部山岳国立公園の主にKita Alps Traverse Routeにおけるインバウンド向けの高付加価値ツ
アーを造成する事業で、2023年に観光庁で取り組んだ高付加価値事業の延長線上の事業と位置
づけられ、全国の8つの国立公園とそれぞれの地域に、こうしたツアーを造成する目的で進められた事
業です。
中部山岳国立公園では主に乗鞍のライチョウをテーマとして、外国人には今ひとつピンと来ないライチョ
ウについて、元々ポテンシャルのある地域の魅力とライチョウをどのようにストーリーとして位置づけるのか
が最も大きな課題となり、ストーリーづくりに邁進した形となりました。

そしてWebサイト「The Japan Alps」については6シーズン目に過去最高のPVを達成して、登山者
の方々にも受け入れられる情報となってきました。ただ実際にはスポンサー状況や賛助会員助教は思
うような成果が得られず、今後の大きな課題を残した一年になったと言えます。

2025年６月30日
一般社団法人日本アルプスガイドセンター

代表理事 新美 透

総 括
Overall Review
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一般社団法人 日本アルプス ガイドセンター 発足5年目

事業目的 広く世界から日本アルプスへの登山・アウトドアを目的とした来訪を促進させ、地域社会
の活性化へつなげるとともに、環境や生物多様性の保全を進め、日本アルプスが世界の
観光TOPブランドへ育つ一助となる。

事業概要 世界中の（海外、国内）登山者、ウインタースポーツ愛好者、アウトドアファンに向けて、
日本アルプス（八ヶ岳、霧ヶ峰、美ヶ原などのエリア含む）山域の登山・アウトドア情報と
関連する有益なサービスを提供、自然環境を護りながら観光のサステナブルへ貢献する。

世界中の登山者、アウトドアファンと
日本アルプス圏域とをつなげるハブとなり、
日本アルプスの魅力を世界中に拡散する

Global Brand

素晴らしい自然環境を次世代の登山者、
アウトドアファンへつなげるハブとなり、

日本アルプスの魅力を彼らに継承していく

Sustainability

日本アルプスを通じて地域社会や行政、
民間の力を横につなげるハブとなり、

地域の活性化への力となる

Crossover

VISION 「３つのハブとなる」

事業内容
Vision
理事

事業名称 一般社団法人 日本アルプス ガイドセンター

本 社 東京都 渋谷区渋谷3-6-2 エクラート渋谷5F HUB内
事業所 長野県塩尻市広丘高出2205

役 員 代表理事 新美 透 （元アサツーディ・ケイ営業局長）
専務理事 中林 玲 （Web制作会社イーオフィス 代表取締役）
理 事 中田 真二（山歩家 山岳ライター）
理 事 冨生 昌史 （ADK クリエイティブワン 局長クリエイティブディレクター）
監 事 加藤銀次郎（全国山の日協議会 運営委員、元松本市山岳観光課 課長）

連絡先 03-5324-2385
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環境省
国立公園感動体験

創出事業

Villages to Sacred Peaks / Explore the Heart of the Japan Alps Takayama to Matsumoto
（Kita Alps Traverse Route)

HIGHLIGHT
・山岳地域の里、高山と松本で日本の伝統文化を通して人を知る
・里山の古刹千光寺で瞑想と祈祷による乗鞍信仰の清浄体験を行う
・日本アルプス3000ｍ峰、乗鞍岳で奥山の自然と生物多様性を体験

地域資源

・高山の古い町並みと伝統工芸、和食
・里山にある古刹千光寺の瞑想体験や護摩祈祷。
乗鞍畳平と乗鞍白雲荘
・畳平周辺の自然とRaichoなどの野生動物 乗鞍
岳剣ヶ峰（3,017m）
・松本城と城下町 水資源を活用した伝統の酒造蔵

GSTCカテゴリー
・文化的なサステナビリティ ・環境のサステナビリティ

ACCESS
To 高山
東京-名古屋-高山
（5時間〜）
京都-名古屋-高山
（4時間〜）

From 松本
松本-新宿
（3時間〜）
松本-名古屋-京都
（3時間〜）

体験詳細

日本の屋根とも呼ばれる中部山岳国立公園、日
本アルプスの北部地域、里である高山を起点とし
て、里山を経て3000ｍ峰の奥山を越え、山向こ
うの里松本へ至る、「Kita Alps Traverse 
Route」の一つを日本人の原点を追体験する形
で巡る3泊4日の山岳観光ツアー。

日 程

１日目
高山古い町並みを歩いた後、伝統工芸の見学体験へ。高山と木材における人の暮らしと文化を体験。
その後料亭角正で精進料理を堪能し、宿泊は市内の一棟貸の宿、もしくは郊外の古民家宿へ。
２日目
里山にある千光寺で、乗鞍へ向かう前の清浄体験として、瞑想と加持祈祷を体験する。千光寺でお
弁当を食べた後、クルマで乗鞍畳平へ。畳平にある山荘乗鞍白雲荘へ宿泊。夜は乗鞍の歴史を山
荘支配人から伺い、その後星空散歩へ。
３日目
夜明け前、天気が良ければご来光ハイキング。その後乗鞍岳剣ヶ峰へハイキング。途中でライチョウの
観察機会をうかがう。午後ゆっくりした何もしない時間を過ごした後、畳平から松本へ下山。途中乗鞍
あずさ水神社へ。宿は松本十帖などのモダン温泉旅館。
４日目
クルマで酒醸造蔵へ。北アルプスに端を発した水を使った酒づくりを見学し、松本における人と自然のつ
ながりを体感する。昼食は水と関わりの深いそばを味わい、午後旅のフィナーレとして松本城を訪れ、越
えてきたアルプスの山を臨みツアーは終了となる。

価格情報
■価格（税込  コミッションは含まれていません）

¥600,000 JPY 3泊4日
■含まれるモノ
・3泊宿泊費
・食事代ｰ1日目夕食、2日目朝食・昼食・夕食、
3日目朝食・昼食・夕食、4日目朝食・昼食
・移動費用ｰタクシー、公共交通機関
・アクティビティ体験料（ドネーションが含まれています）
1日目伝統工芸見学体験、2日目千光寺瞑想体験、祈祷体験
3日目乗鞍岳ハイキング、4日目酒造蔵本見学、松本城入城
・4日間のスルーガイド費、アクティビティスポットガイド費
■含まれないモノ
・集合場所までの交通費、解散以降の交通費
・集合時間以前の食費、解散時間以降の食費
・夜食や副食などご自身が独自購入される飲食物、飲食代
・お土産などご自信が独自に購入される物品
・旅行期間における装備品やレンタル品
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FY5事業決算Ⅰ
B/S

令和 7年 3 月 31 日時点

会計報告：シンアカウンティングサービス
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FY5事業決算Ⅱ
P/L

会計報告：シンアカウンティングサービス

（自 令和 6年 4 月 01 日.   至 令和 7年 3 月 31 日）
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